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●
※ 
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
と
費
用
弁
償
に
関
す
る
新
し

い
条
例
を
作
り
ま
し
た

　

新
た
に
創
設
さ
れ
た
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
や
費
用
弁
償
に
つ
い

て
は
、
地
方
公
務
員
法
や
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
条
例
で
定
め
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
崎
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
を
新
た
に
定
め
る
も
の
で
す
。

※
会
計
年
度
任
用
職
員
の
制
度
創
設
に
つ
い
て
は
、
２
ペ
ー
ジ
の
議
案
第

35
号
に
関
す
る
説
明
を
参
照

質
： 
制
定
予
定
の
条
例
の
中
に
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
が

公
務
の
た
め
に
出
張
し
た
時
の
規
定
が
あ
る
が
、
現
状
で
は
こ
れ

に
該
当
す
る
事
例
が
あ
る
の
か
。

答
：
現
状
の
件
数
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
。

● 

将
来
に
向
け
て
新
し
い
過
疎
対
策
法
を
作
る
た
め
の
要
望
を

国
に
行
い
ま
し
た

　

過
疎
対
策
に
つ
い
て
は
、
昭
和
45
年
に
「
過
疎
地
域
対
策
緊
急
措
置
法
」

の
制
定
が
行
わ
れ
４
次
に
わ
た
る
特
別
措
置
法
の
制
定
に
よ
り
、
総
合
的

な
過
疎
対
策
事
業
が
実
施
さ
れ
、
過
疎
地
域
に
お
け
る
生
活
環
境
の
整
備

や
産
業
の
振
興
な
ど
一
定
の
成
果
を
上
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
現
行
の
「
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
」
は
令
和
３
年
３
月

末
を
も
っ
て
失
効
す
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
過
疎
地
域
に
対
し
て
総

合
的
か
つ
積
極
的
な
支
援
を
充
実
・
強
化
し
、
住
民
の
暮
ら
し
を
支
え
て

い
く
政
策
を
確
立
・
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
か
つ
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
を
強
く
要
望
す
る
た
め
、
地
方
自
治
法
第
99

条
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
と
し
て
国
の
関
係
機
関
に
意
見
書
を
提
出
す
る

も
の
で
す
。

　　 介護保険料が一定　

●
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
っ
て
町
内
施
設
の
使
用
料
が
変
わ
り
ま
す

　

本
年
10
月
１
日
か
ら
消
費
税
率
10
パ
ー
セ
ン
ト
（
消
費
税
７
・
８
％
、

地
方
消
費
税
２
・
２
％
）
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
事
に
伴
い
、
本
町
の
12
の

条
例
（
農
林
振
興
課
４
条
例
、
耕
地
課
１
条
例
、
企
画
調
整
課
３
条
例
、

社
会
教
育
課
４
条
例
）
に
規
定
す
る
使
用
料
を
そ
れ
ぞ
れ
改
正
す
る
も
の

で
す
。
10
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
に
つ
い
て
、
左
記
の
方
が
適
任
で
あ
る
と
町
長
に
答
申

し
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
期
が
満
了
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
再
任
に
同
意

し
ま
し
た
。

 
人
権
擁
護
委
員
を
適
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で
あ
る
と
答
申
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教
育
委
員
会
委
員
に
同
意

要件を満たすと


